
61.近江坂本城跡、の

発掘調査〈速報〉
はじめに

jrr江坂本峻跡は滋fi燥大i'lt市下阪本町に所殺し、今

回のi狗税対象地l立大i:!t市下阪本町{現作、下阪本三丁

目)すtbahl1925和也にあた l人而椛4161.99mきである。

淵流は坂本峻の位税、 h世郭巡憎め有無、城官官全体の

情j盆寄与・を線認することを主たる包(l(jとした。

制ヨ生方法としては、'1王i蛍跡{立jrriJt初期jの城館である

ことから、文献の方而からは古文ì~~、古絵図の調査を、

考古学の方I訴からは下阪本Jお終内に存する有跡、11'f.ム

宅与の分布綿子E と調子E対象地の発掘制脊を行~， .・陀絡を

明らかにするとむ、う総令的な方法をと った。

純資の経過 iよ、昭和5~ミ10月 15 日に宅地造成に1・ドう

立会調査を築総した給袋、表土下約30cmでJ!j[さ約10-

30cmの焼土隔が検出された. しから焼土中からは、 ifr
iJtの遺物(瓦獄、土師~の皿、陶磁総等の土*iF矧) が

出土し、これらは、 16世紀代、議町後期から安土・桃

山時代(戦闘I時代)の Lのと判断した.

上記の給・*、都:IJt11l!.内における焼土府の範|盟、巡航

の布無を篠宮Zする必袈側二が生じた。

本拠資l:tllfl5日から雑:p，[の除ぷ作業、地形ill!上品か

ら開始した.翻1f.の結果、調子E対象地の筒側約 3分の

2の純聞にわたって、土史土層が舷がることを確認する

と同時に 、起t織としてはお組の税、石組の井戸、石組

の l的集 ・ 会所、池、石垣の基礎石、 村:磁石、品~i立役怨

物当事を検出した。また、制査地の*南方の|総核地i却l中、
現在のt礎伴石垣から約10mでお胞の一審ISを発見した。

位置

近江J反本城跡は、京阪電鉄石坂線の絵ノ馬幼駅の双

方約 700m、戸津鋭法で有名な東南寺のu!)1約50mの

悶道 161~予線沿い、琵琶湖の湖畔に位法する。当該地

のJ也形は比叡山京総にi僚を発しJ.I[Vfiする小M'II・東南

寺川が琵琶湖へ流入する河口付近にあたる。調ftf也(j:
-F阪本田I集務め*織にあり、 IR来F信号r'JlI(現伐の東南

寺川 l:t東南寺の門前で急に流路を人工的に南方向にか

えられているニどから 、いつの時期かに其泣く'琵琶湖

に向かつて注いでいたむのが流偽を現筏のように変換

されたと縫定できる)の河口にあたることが推定され、

古車

司車

'l1'¥ 

琵琶湖lの湖畔に立地することから小品吻状を呈してい

る.

坂本城に関する従来の研究

jfr江坂本械は元f色21手(1571)比叡山延麻寺 (山門)

の偽きおち以降、織問13f是の命によって明智光子まが~

減した。天正10年(1582)~，;能寺の変、山崎のイト戦後、

同年6月15日光究の械は焼亡し fらその後、羽柴秀吉

の政権下となり、板本械は丹羽長予言がJ存主主した.のち

守将I:t杉原家次、浅野長政が入ったのである.天正14

年 (1586)大iI~械へ移転し、坂本械は阪城と化した。

礎峻後、当該地に l:t延l待寺の東南にあたることから東

南寺(今治の浜に立地していたことから以前は今均金

と呼ばれた)が建てられ現在に至っている。

坂本械に関する文献資料{ま災に乏しく、 F兼見卿記』

F多術l院日記』に法子記載されているのである。

以後の文献として太悶牛_?"rj首長公記』、江戸時代に

いたると延茸6年 (1678)県川道祐rjIi;銭箆覧記』、元

被年flfJ(1688-1704)のr淡iij斜』、事保19.ip(1734) 
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~川反it'i細艇の rj!i:江興地;.!:.略(会 )J r UU，反本ok主J.Jl:J

等がある 明治]4司王 (188])JJ 月作成の rj!.i: irl吋滋~

却下阪本村字筒研絵図』に'j:1'， として、 h在、城畔、的

J身、 1卸l13ャシキ、 11;場、 l時辺、i1'J皮II(城県IJ)、瀬戸

イf:・4足、廊ノ J)jと記載され、かつての峨航跡でJうること

が他~できる。っき'に人:.tC 1¥ f(と (1915)IIFl、下阪本

村カ(.IltW .，干の門前正街、内i!í: i I:路との百t:~.'.~(に石碑「

阪本J~Jù:J を住il..じた.以後、 IIØ仰に入リ ri・干の研究

がさ Ht.;. 例え l工、 r~IJ~き大iltrli史」、 w凶事納 F坂本

城段、』、.ドJti_O:，:r j!i:江宇佐山.li(. Jt，λぶ峻』がある iftm 

氏の研究によると11!史11包E寝中の悦点から守:弘、水m.
畑地グ}圃l附-、攻作の河川~から #i.・4広峨全体の偶造をf~ ~借金衆(東から)

服されている.段i!i:の研究成決としては下坂氏のそれ で、彼0.8m l)iJ1t:. i菜きが~2.0m を lltrJ る. )1・ lïH\のm~. 1.t

がある。氏の研究(j.文献史料が糊~Í!され、比叡山焼き すべてæ.1，~I'ii を使月1 し、巧みに*11主れている

討ち前後から大~W)J~~~松主での1l~!J' を参考に坂本Æ，I(の c イ i~llの i山 (S G) . !I~泌排水揚 (S X) 

日正史的'I'f:i;tを詳細に鎗してお・られる. 品10也の11'央部やや」ヒ若干')l:、S B 2の!.In日11との 2

"査の成果 Jt!!./i.からj削止の1i.mが見つかった. (SGl.2) 

①倹出i立h'lf SG 1 'iI.6mX2.2m、深さ1.2mの総悦を心ち、見iU，t

a干[指lの滅状遺構 (SD) に行飢の時以緋水泳 S X 1 )が接続する S X 11孟

測点地において 3粂検出した S D 1 !i開先.It!!の北 側o25m、深さ約0.15mで、長石には30-5()cmQ)昭平

織で検出され、東西に長〈のびるrllJである 幅0.5-0.7 なf，H今{世間している さらに一段ttJl折 してl何へ品状

m 、深さ1.0-1.2m 、設さ *~J30m を~IïWJ し、一都f孫自主而 ja仇 (SD 4ー制0.6m、i奈さ0.6-0.7m)がのびる. s 
にむ放がみられる. S 0 2・3Iよ品~1f.池内織にあリ、 G 1の内ffiiからは、 10歓点の事f九九・数点のltf'1< J.五を

行総iとはいえ、一符のみで、水路と々えてよい.幅0.3 合む多f，}のJ.(.lr!が111上した。

m、泌さ0.1mをilIllる。 SG 2 li2.1 m X5.8mの脱棋で、深さ{ま0.5ml)iH変をi111J

bイ[飢の井戸 (SE) る_ (i制Ui2fll:て、!何百目から!込版 ・軒九1.(.などを含む

制作地内から 5)車検出した. ~(jj![付近て・南北に 3~ 多jaiの}i.以、う~ift . '1拡滑などの陶~ll(が1111: した. 

.jftんでみつか')、 SB 2付近に 2^~みつかった S E dイi.!1(のJf;従イ{

1 fi制1tJIlfl内1将隅にあリ、径1.1m、i案さ1:(j2.0mをilJlJる. 問先地の I~i信郎分て-検出した.行.h_II.t 2列蛇行して

l勾郎i二1.1、破損した丸瓦 ・千瓦、焼けた木材、後土が ねリ、見【側の事11fH'~60- lOOcmの石村を使1lJL.南北

充i前していた.底樹に!it1fJがi白かれておリ、 i義務椀 ・ 長さ、現存で5.8mを‘[!IIる。西側の".(;9111込コ'子形の行総

本恨のハシが出土した S E 2 -511、、すれもいi続絞 で、~むIUmXlとさ 8.ï m (現存LUの縦悦をむつ，見Em

20m 

LL斗

近江坂本城跡平面図
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には約30-10前mの石材がま判立に据えられておリ、西

tiをはZOc倒的f去の小恨の11材を垂ifiに抗~えている。これ

は有旦状のものが想定される。この巡械は5.0mの附繍

をおいて北へ絞<. ~t1Hrl部分については銭りが慈〈、

商咲のご〈一部分が破るのみである.

e磁石油物 (SB) 

調査地の来半に南北に 2ヶ所検出された。北側の S

B 1 1;1:約30-50cmの石村を使用し、東西約20mX南北

約 8mの規模を Lち長屋状の建物が想定される。

また、 SBZについては、東西14mX南北7m以ょ

の規棋をもち燭図に紋をむつ主殿風の建物が考えられ

る。 Z織の組物の属機はtli土した瓦民から織の部分に

のみ瓦を使用し、 他の部分l主事ji劫:あるいは桧皮裁であ

ったと，~，われる。

f搬立純泌物 (SB) 

S B 1・2のil.!i側に集中して後30cm前後の秘穴がみ

られ、 2線以上の怨物が;包1定される。

g湖中のお垣

調査地の東南方の隣按地i却j中に布いて、現犯の護保

右短から東へ約10mの地点でコ字形の石援を確認した。

長さ約22mを測る。

②出土巡物

今回の調査で出土した遺物1;1:必大な祉の瓦織のほか、

漆様、銭貨、青銅製品、鉄製品、石製品、陶磁器、土

問昔器等がめる。中でら注目すべき遺物はお組の構内か

ら出土した漆畿の舗でJうろう。

a瓦鎖 ~りL瓦1;1: 4 ftfii鰍ーあり、 3秘は巴文li.て¥他

の1税は主殊文瓦である.軒平瓦{ま 3種類あり、 2秘

lまJまぶ文瓦、{也の 1filUま彼状文と室係文の組合せの瓦

である。 鬼械は 2微あり、 l秘{立命に釆せられた火炎

玄殊と波状文 ・主燃の組合せめ軒平瓦の文様のセ 'y ト

であ る。他に丸瓦、平瓦が多訟に出土した。丸瓦の中

には殿様を説くときに悶定するための釘穴の認められ

るむのもある.

b担軽総椀 :ri組め織内から 2側出土した. 1側1;1:内

田i91(色、外而黒色で径約15cm、日吉さ8.3cmをlJtlJる。他の

1 fll¥lI立木製部が腐蝕して漆だけがi宜存しており、外商

には朱色で鶴か絞め絵がfiiiかれている.

t銭fを ;l.i¥J3を対象地内会I或から破片 L含めて約50枚

出土した。平1)続可能なもの開元通宝(庖銭)、究氷通宝

を除いた銭nl立宋 ・tr，ij銭である.

関元通玄3・盤宋元宝 3・元盟通宝3・熊型炉元3i3

政和i通~2 ・ 元祐通事 2 ・紹鳴元京 l ・ 策定元京 1

2主策通3i1 .景祐元宝 1・i本線元玄1・活E化元宝 1

祥符元玄1・明道元宝 1・ヲ定型元宝1・永楽滋3;:1

dW銅製品 刀装具のー錦、鋲頭など。

e鉄製品 瓦留期の釘が数点。

f石製品 一有五輪俗、五:輸解の水絵 ・地検部各 1、

行自の断片 3.

gニヒ骨器類 土師務の肌1;1:径約 5-10cmをiHIJる.陶務

類には、資 .~襲 ・倒 ・ 鉢 . ~雷鉢・実白茶椀 . .IIII. . ft見書撃

の断片が出土した。その産地としては、f言楽が毒H 多

〈約50-60%を占め、つづいて常務 ・英iI・瀬戸がみ

られ、わずかに I~tt前・丹彼がある . さらに、非常'に少

ないが街泳 ・古伊万里 ・織部がみられる。

磁燃にはH.ij代の紫徳UI然 ・ 電J誕百混系などの~.f磁 ・ t'j

白磁・白磁の椀・肌がある.さら に明代の~1寸椀も多

f置に出土している。

まとめ

今回の翻をは、宅地造成に伴う事前の発繍翻資とは

いえ、従来まったく制査がなされていなかった近江坂

本械の縫定地に15いて、宅地造成という偶然の契機に

よって発掘制獲を行うことができた。

調査の結来、先に b述べたように安土 ・桃山時代の

多最の造物と右組めÌl~ .井戸 ・池 ・暗渠排水梯 ・石垣

・礎石建物 ・4筋立秘必:物等のi蛍械を検出した。

この遺秘書宇は、出土巡礼物の年代 ・焼土腐の広がリ、

焼土府の上 ・下層にみられる二時:WJの遺構の存在、明

治141J'.1l，FJ作成の古絵図にある小字名などから考えて、

比叡山焼き討ち後、織問{怠疫の命により、明?O'光秀カe

h'lJg表した近iI板本械であることはほぼ間迷いないであ

ろう。

また、坂本械のすぐ後に主主てられた水減の大涼械 ・

勝目庁織の縄張りから、今回~~焔澗3をした地点 l立、城草ß

内の中心部分と考えるのが汲む妥当で》ある。さらに検

出された礎布建物の上患を復元すると SB 1・2とむ

住宅j民のものとなり、特に SB 21i!国間に絡をもつま

殿風の立派な建物である.このようなことからみて、

S B 1・2の建物li、城主及びその一級か、上級家箆

聞が1汚位していた宿官官跡の一部と推測されるのである.

(ヂ7水n:彦)

近江坂本滅跡出土遺物軒平瓦
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